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「
イ
チ
ョ
ウ
が
黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん

の
よ
う
に
見
え
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

て
、
良
い
と
思
い
ま
す
―
―
」。
教
室

か
ら
聞
こ
え
て
く
る
子
ど
も
た
ち
の
俳

句
の
感
想
。
岡
垣
町
の
小
学
６
年
生
は
、

俳
句
の
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
師
を
務
め
る
の
は
県
俳
句
協
会
会
長

の
岸
原
清
行
さ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学

校
で
年
２
回
、
俳
句
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

１
回
目
は
俳
句
づ
く
り
。
教
室
で
俳

句
の
歴
史
や
作
り
方
な
ど
を
学
ん
だ
後
、

俳
句
に
欠
か
せ
な
い
季
語
を
探
し
に
校

外
を
散
策
す
る「
吟ぎ
ん
こ
う行
」を
し
ま
す
。
通

学
路
や
近
く
の
田
畑
、
海
辺
、
史
跡
な

ど
を
巡
り
、
思
い
思
い
に
俳
句
を
作
り

ま
す
。
２
回
目
の
学
習
は
ク
ラ
ス
ご
と

６
年
生
の
教
室
で
開
か
れ
る
俳
句
会

特 

集俳
句
が
育
て
る
岡ふ

る

さ

と垣
愛

　
町
内
の
す
べ
て
の
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
俳
句
学
習
。
18
年
間
続
く
こ
の
学
習
に
、

広
報
担
当
が
密
着
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
作
品
や
俳
句
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
広
報
情
報
課

①

③②

④
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の
俳
句
会
。
全
員
の
俳
句
の
中
か
ら
一

人
ひ
と
り
が
お
気
に
入
り
の
句
を
選
び
、

そ
の
句
か
ら
感
じ
取
れ
る
こ
と
や
選
ん

だ
理
由
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

　　

こ
の
俳
句
学
習
の
始
ま
り
は
平
成
12

年
。
当
時
、
教
育
長
が
子
ど
も
た
ち
に

豊
か
な
感
性
や
美
し
い
言
葉
を
身
に
付

け
さ
せ
る
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
と
き
、
読
者
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
俳
句
を
岸
原
さ
ん
が
紹
介
す
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組
に
偶
然
出
会
い
ま

し
た
。
小
学
生
の
作
品
が
詠
ま
れ
た
と

き「
俳
句
は
子
ど
も
た
ち
の
素
直
な
感

性
や
豊
か
な
心
を
育
て
る
た
め
に
効
果

的
だ
」と
考
え
、
岸
原
さ
ん
に
体
験
学

習
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
「
五・
七・
五
」の
リ
ズ
ム
で
表
現
す
る

俳
句
は
、
世
界
で
最
も
短
く
美
し
い
詩

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
俳
句
学
習
で
は
、

季
節
を
感
じ
、
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と

の
面
白
さ
や
、
同
じ
景
色
を
見
て
も
一

人
ひ
と
り
感
じ
方
が
違
う
こ
と
な
ど
を

学
び
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
子
ど
も
た
ち

の
俳
句
へ
の
関
心
を
高
め
る
だ
け
で
な

く
、
相
手
を
思
い
や
る
心
や
素
直
な
心

を
育
む
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
成
果
か
ら
、
岡
垣
町
で
は

18
年
に
わ
た
り
、
俳
句
の
体
験
学
習
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

18
年
の
歴
史
を
持
つ
体
験
学
習

き
っ
か
け
は
テ
レ
ビ
番
組

日
本
の
伝
統
文
化
が

心
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る

①②③⑦学校周辺を散策する吟
行。いつも見る景色には驚くほ
どたくさんの季語が隠れていた
④岸原さんがさまざまな作品を
例に俳句の作り方を説明⑤⑥ク
ラス全員の俳句の中から自分が
好きな作品を選び、良いところ
を一人ひとり発表

⑤

⑦⑥

特
集 俳句が育てる岡

ふ る さ と

垣愛
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素直な感性が光る
子どもたちの作品

白
い
雲 

桜
紅
葉
に 

す
け
て
い
る

戸
切
小
学
校
　
田
中
竣
士

若
竹
よ 

雲
を
つ
ら
ぬ
け 
高
く
な
れ

海
老
津
小
学
校
　
篠
原
梓
沙

ナ
ナ
フ
シ
が 
観
音
様
に 

会
い
に
い
く

海
老
津
小
学
校
　
詫た

く
ま广

昊
輝

教
室
の 

カ
ー
テ
ン
開
け
ば 

夏
の
山

内
浦
小
学
校
　
田
中
夢い

ぶ
き輝

う
ぐ
い
す
が 

誰
か
を
呼
ん
で 

鳴
い
て
い
る

内
浦
小
学
校
　
春
日
真
琴

目の前にある真っ白
な雲が、紅葉してい
るようなサクラモミジ
の葉っぱに透き通っ
て見えて、自然豊か
な戸切ならではの景
色だと思いました。

とても背の高い若竹
を見つけたときに、
今でも十分立派だけ
ど、これからもっと、
空を貫くような高さ
まで伸びてほしいと
思いました。

野間山にある子安観
音寺でナナフシを見
つけました。そのナ
ナフシは、観音様に
会いに来ているよう
に見えたので、この
句を詠みました。

教室のカーテンを開
くと、きれいな木

ゆ
綿
う

間
ま

山が見えました。
空が青く晴れ渡った
夏の日だったので、
あえて「夏の山」と表
現しました。

自然豊かな内浦では、
鳥や虫の鳴き声がよ
く聞こえます。ウグ
イスが何度も鳴いて
いるのを聞いて、誰
かを呼んでいるのか
なと思いました。
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上
の
俳
句
は
、
今
年
の
小
学
６
年
生

の
作
品
の
中
か
ら
、
岸
原
さ
ん
が
今
回

の
特
集
の
た
め
に
選
び
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
目
で
見
て
感
じ
た
素
直
な

思
い
を
、
17
音
で
表
し
て
い
ま
す
。
１

年
間
を
通
し
て
俳
句
学
習
を
行
う
た

め
、
吟
行
を
す
る
季
節
や
場
所
は
学
校

ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学

校
ご
と
に
四
季
折
々
の
特
色
あ
る
俳
句

が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　

６
年
生
が
作
っ
た
俳
句
は
、
５
校
分

す
べ
て
１
冊
の
俳
句
集
に
ま
と
め
ら
れ
、

卒
業
記
念
品
と
し
て
贈
ら
れ
ま
す
。
岡

垣
町
な
ら
で
は
の
貴
重
な
体
験
は
、
思

い
出
と
し
て
形
に
残
っ
て
い
く
の
で
す
。

作
品
は
1
冊
の
俳
句
集
に

門田古墳の周りに、
モミジの葉っぱがた
くさん積もっていて、
古墳を包んでいるよ
うに見えました。そ
の光景はとてもきれ
いでした。

門田古墳の近くの池
にある木に、カマキ
リが止まっていまし
た。全く動かなかっ
たので、何を見てい
るのか気になってこ
の句を詠みました。

矢
や は ぎ

矧川の前をみんな
で通ったとき、水面
にかげぼうしが写っ
ていました。日ごろ
から仲良しですが、
影を見ても仲の良さ
を感じました。

晴れの日に学校で、
赤色や黄色、オレン
ジ色の落ち葉が太陽
に照らされて美しく
輝いているのを見て、
今日も頑張ろうと思
いました。

水神様の近くに蟻地
獄がありました。神
様と蟻地獄は正反
対のものなのに、近
くにあったのでとて
も不思議だと思いま
した。

山
の
中 

古
墳
を
包
む 

黄も
み
じ葉

か
な

吉
木
小
学
校
　
小
長
美
優

か
ま
き
り
や 

冷
た
い
水
に 
何
を
見
る

吉
木
小
学
校
　
岩
﨑
晃
太
郎

か
げ
ぼ
う
し 
み
ん
な
う
つ
っ
て 

秋
の
川

山
田
小
学
校
　
吉
田
美
穂

晴
れ
の
日
に 

落
葉
で
そ
ま
る 

通
学
路

山
田
小
学
校
　
赤
塚
陽は

る
と仁

蟻
地
獄 

水
神
様
の 

そ
ば
に
あ
る

戸
切
小
学
校
　
古
閑
愛め

ぐ
む結

▲これまでの俳句集

特
集 俳句が育てる岡

ふ る さ と

垣愛
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体
験
学
習
の
後
も

俳
句
と
つ
な
が
っ
て
い
る

　
岸
原
さ
ん
は
、
俳
誌「
青あ

お
ね嶺
」の
主
宰

を
務
め
て
い
ま
す
。
俳
句
学
習
の
最
後

に「
こ
れ
を
機
に
、
俳
句
を
作
っ
た
と

き
は
ぜ
ひ
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
ね
」と

声
を
掛
け
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
自
ら

作
品
を
投
稿
。
中
に
は
３
年
間
、
毎
月

投
稿
し
て
い
た
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

俳
句
と
の
つ
な
が
り
は
、
小
学
校
を

卒
業
し
て
も
続
い
て
い
ま
す
。
有
名
な

俳
人
を
生
み
出
し
て
い
る
北
九
州
市
で

は「
櫓ろ

ざ
ん
そ
う

山
荘
子
ど
も
俳
句
大
会
」と
い
う

大
き
な
大
会
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ふ
く
お
か
県
民
俳
句
大
会
も
催
さ

れ
る
な
ど
、
県
内
で
は
俳
句
を
楽
し
む

環
境
が
充
実
。
子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
大
会
に
応
募
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
岡
垣
町
の
子
ど
も
た
ち

の
作
品
が
多
数
入
賞
。
俳
句
学
習
で

培
っ
た
感
性
で
、
す
ば
ら
し
い
作
品
を

生
み
出
し
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

今
年
も
平
成
29
年
度
櫓
山
荘
子
ど
も
俳

県
内
で
も
群
を
抜
い
た

成
績
を
収
め
る
岡
垣
町
の
作
品

季語を覚えられることが魅力です

平成 29 年度櫓山荘子ども
俳句大会で特別賞「北九州
俳句協会会長賞」を受賞。

【作品】 夏の海 遠くに見
えるは おきのしま

　平成 29 年度櫓
ろ ざ ん そ う

山荘子ども俳句大会
で特別賞を受賞した俳句は、母と沖ノ
島がきれいに見える宗像の海岸に行っ
たときに作りました。隣町にある沖ノ島
が世界遺産に登録されたことは、福岡
県の誇りだと思います。今回、大賞をと
ることはできなかったけど、特別賞に選
ばれてとてもうれしいです。
　僕は、小学６年生のときに岸原さん
の俳句教室を受けた後、３回ほど俳誌
「青

あ お ね

嶺」に投稿したことがあります。俳
句は、実際に吟行したり、インターネッ
トや本で調べたりして、季語を覚えられ
ることが面白いです。調べてみると、季
語は思った以上にたくさんあります。
　今は部活動などであまり時間があり
ませんが、吟行などをする時間ができた
ときは、また俳句を作りたいです。

岡垣中学校１年
占部裕太郎くん
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「俳句」が
ふるさとを見つめる
一つのきっかけに

俳誌「青嶺」を主宰しながら、
福岡県俳句協会会長、ＮＨ
Ｋ北九州文化センターほか
各地で講師を務める。今年
11月に行われた福岡県文化
団体連合会創立 25 周年記
念式典では、同会 25 年目
にして２人目となる「文化功
労特別大賞」を受賞。

岸原清行さん

素直な発想に心を動かされます
　小学校の俳句学習では、どの子も
みんないきいきとしています。いつも
見ている学校周辺の景色も、改めて
目を向けると多くの発見があるよう
で、素直な気持ちをそのまま表現し
た俳句には、いつも心を動かされます。
また、俳句は勉強が得意な子が良い
句をつくるとは限りません。これも、
楽しく取り組める魅力の一つです。
　毎年俳句学習を終えると、子ど
もたちから感想文をもらっています。
「俳句は楽しくないと思っていたけど、
体験してみたらとても楽しかった」と
書かれていたときは、本当にうれしい

気持ちになりました。こうした声が、
私の活動の励みになります。
　子どもたちには、この学習を通し
てふるさとの良さや魅力に気付いてほ
しいです。古くからの歴史や自然あ
ふれる岡垣町だからこそ、良い俳句
が生まれると思います。また、将来
町を離れたとしても、ふるさとが懐か
しくなったときには、卒業記念の俳
句集を開いてほしいです。きっと、当
時のことを思い出させてくれるでしょ
う。この学習を忘れず、これからも
美しい言葉や豊かな感情を大切にし
てください。

句
大
会
で
、
岡
垣
町
の
中
学
生
が
特
別

賞「
北
九
州
俳
句
協
会
会
長
賞
」を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　

世
界
中
か
ら
認
め
ら
れ
、
愛
さ
れ
て

い
る
俳
句
は
、
現
在
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
を
目
指
す
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
俳
句
が
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
、
俳
句
そ
の
も

の
は
も
ち
ろ
ん
、
岡
垣
町
の
俳
句
学
習

や
子
ど
も
た
ち
が
培
っ
た
感
性
は
、
さ

ら
に
価
値
あ
る
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

俳
句
は
、
特
別
な
道
具
や
専
門
の
知

識
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
自
然
の
中
で

季
節
の
移
ろ
い
に
心
を
寄
せ
、
感
じ
た

こ
と
を
表
現
す
る
も
の
で
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
親
し
め
る
文
学
で
す
。
小

学
校
で
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
町
内
に

は
多
く
の
俳
句
教
室
が
あ
り
ま
す
。
広

報
お
か
が
き
25
日
号
の
町
民
ふ
れ
あ
い

広
場
に
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
俳
句
を
詠
む
機
会
が
な

か
っ
た
人
も
、
こ
の
機
会
に
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
身
近
な
場
所
で
あ
っ
て
も
、

き
っ
と
こ
れ
ま
で
と
違
う
新
た
な
発
見

や
感
動
が
待
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

俳
句
を
通
し
て
、
岡
垣
町
が
皆
さ
ん
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
に

な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
登
録
に
向
け
た

動
き
も
始
ま
っ
て
い
る

い
く
つ
に
な
っ
て
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
俳
句

特
集 俳句が育てる岡

ふ る さ と

垣愛
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生ごみを減らして肥料に
11/14　ダンボールコンポストで体験学習

　生ごみの減量化を目的に海老津小学校の４年生が体験学習をし
ました。子どもたちは６月からたい肥づくりを開始。グループに分
かれ、家庭から持ち寄った生ごみをダンボールコンポストに入れ、

かき混ぜながら作りました。
　この日は完成したたい肥をプランター
に入れ、花の苗を植えました。みんなで
育てた花は12月下旬から役場と東部公
民館に置く予定です。

　町内の飲食店の活性化と町の特産品である本格焼酎「岡
垣」を PRしようと、岡垣町観光協会と同まつり実行委員会
が催しました。町内外から集まった約180人の参加者は、指
定された４軒の飲食店を「はしご」。参加者は「初めてのお店
に行くことができてうれしいです」「楽しくてあっという間に２
時間経ってしまいます」などと話してくれました。
　最後には、地域交流センターで抽選会が行われ、豪華景
品を手に仲間と記念撮影する姿も見られました。

すてきなお店で仲間と「乾杯」
11/8　第８回がんばれ岡垣はしご酒まつり

　福岡国際会議場で行われた第33回福岡県交通安全県民大会
で、緒方美智子さん（海老津区・写真右）、赤星康恵さん（海老
津区・写真左）が交通安全功労者として県知事から表彰されまし
た。おめでとうございます。
　緒方美智子さんは15年間、赤星康恵さんは9年間、海老津
小学校付近で児童が事故にあわないよう交通誘導を行ってきまし
た。お二人は「今後もこの活動を通じて子どもたちの成長を見守
り、町の交通安全に貢献していきたいです」と話してくれました。

子どもの見守り活動を称えられ
11/7　交通安全功労者表彰
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　岡垣サンリーアイで催され、町内の小中学生15人が「あたり前は幸せだ」や
「いじめについて」など、さまざまなテーマで日ごろの思いや目標・希望を実
体験を交えて発表しました。ま
た、大会には授業の一環として
町内の中学１年生が参加。同世
代の人たちの思いを熱心に聞
いていました。

みんなに伝える、熱い思い
11/11　第25回青少年の主張大会

お仕事頑張ってください
10/17・11/９　勤労感謝の日職場訪問

　10月17日に岡垣第一幼稚園、11月９日に町立中部保育所の
子どもたちが、宮内町長や町職員に感謝の気持ちを伝えようと、

役場を訪れました。子どもたち
は「いつもありがとうございま
す。これからもお仕事頑張って
ください」と元気にあいさつし、
宮内町長や職員に手作りのカー
ドや花束をプレゼントしました。

▲岡垣第一幼稚園 ▲町立中部保育所

　山田小学校の周辺で行われ、230人を超える人たちが参
加しました。コースは全長約６㎞。氏森神社の参拝やみかん
狩りの後、山田小学校でだご汁が振る舞われました。
　参加者は「最初はとても寒
かったけど、歩いているとだ
んだん温かくなり、だご汁で
体の芯まで温まった」と話し
てくれました。

心も体もポカポカに
11/19　山田校区コミュニティ　
　　　　ふれあいふるさと健康ウォーキング

笑顔と会話で広がる輪
11/19　地域交流センターフリーマーケット

　ボランティア団体の活動 PRや地域の人たちとの交流の場
として、地域交流センターで催されました。
　会場には、町内のボランティア団体など17団体が出店。
来場者からは「今年初めて訪れた。誰が何を出品するか、参
加するまで分からないのが醍

だい ご
醐味

み
だ」といった声が聞かれま

した。また、今回初めて子ども向けの工作コーナーを設置。
どんぐりの飾りやしおり作りに、子どもたちは大満足でした。
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転ばないためにできること
11/18　内浦校区コミュニティ　ふれあい健康講演会

　西部公民館で催し、約70人が参加しました。第１部では足指
力を測定し、その結果をもとに、福祉課の能見保健師から足指

力と転ばないための筋力アップ方法などを学
びました。
　第２部では岡垣町出身のトランペット奏者
である村上哲也さんが懐かしい曲などを演
奏。参加者からは大きな歓声やアンコールの
声が沸き起こりました。

　12月４日～10日の人権週間にあわせて、11月28日に町や教育
委員会、人権教育推進協議会が街頭啓発を行いました。人権教育
推進協議会委員ら参加者は「一人ひとりの人権を大切にしましょう」
などと声を掛けながら、啓発物を手渡しました。
　12月２日には人権講演会を催し、山田小学校の６年生が「大切
なもの」をテーマに合唱や呼び掛けを披露しました。その後、教育
アドバイザーの下地敏雄さんが「夢と人～親としての、子どもとの接
し方～」をテーマに講演し、会場に集まった多くの人に人権への理
解を呼び掛けました。

一人ひとりの人権を大切に
11/28　人権街頭啓発　12/2　人権講演会

岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

園児募集中
※随時、見学できます。開 園 日 月～土曜日（祝も開園）※土・祝日は要事前予約

保 育 時 間 ８：００～１８：００　※延長保育相談可

保 育 内 容【特別保育事業】☆育成保育　☆地域交流
☆病児病後児保育（看護師による個別保育）など

育 成 保 育 月：英語教室　火：体操教室　水：絵画教室
木：数と文字の教室　金：音楽教室

保 育 料 金
☆年齢別の保育料を設定（傷害保険料・給食代含）
☆兄弟でご入園の場合は、保育料の軽減制度有
※岡垣町の方は、町より保育料の補助制度あり

【所在地】岡垣町大字手野 番地の
【お問合せ先】 １

ホームページ

○一人ひとりを大切にする保育 
○家庭的な保育 
○不思議を感じる力を育てる保育 

保育目標 

ちゃいるど・はーと幼保園 

〔英語教室の様子〕
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　「軽い運動で脳を活性化」をテーマに中央公民館で
催し、約 60人が参加しました。講師は健康運動指導
士の一井久美子さん。参加者は指先のマッサージや椅
子に座ったまま両手両足で違う動きをする体操を行い
ました。運動後は血行が良くなり、参加者の手はピン
ク色になっていました。

運動で脳を活性化
11/25　吉木校区コミュニティ

第２回健康づくり教室

被災地復興の願いを込めて
11/21　岡垣町体育協会が義援金を寄付

　７月の九州北部豪雨災害の復興支援のため、岡垣町テコンドー
連盟がチャリティー大会を催し、募金活動を行いました。この日
は、岡垣町体育協会会長の吉田和彦さんと岡垣町テコンドー連
盟会長の植竹嘉孝さんが役場を訪問。参加者から寄せられた義
援金41,158 円を「被災地の復興に役立ててください」と宮内町
長に手渡しました。
　この義援金は、日本赤十字社を通じて被災された皆さんに届
けられます。

▲（写真左から）宮内町長、吉田和彦さん、植竹嘉孝
さん、佐々木教育長

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

宅 地 建 物 取 引 士  
三 角 貴 彦海老津バスのりば横

株式会社岡垣地建  
☎ 093-282-0033　　　   岡垣町中央台3-1-1  
メール　info@okagaki-c .com　　  http://www.okagaki-c .com

家・土地のお探し

お部屋探し
リフォームのご相談空き家の管理

相続のご相談

無料査定

現 金 買 取 も 致 し ま す ！

不動産のご相談大募集！

宅 地 建 物 取 引 士  
三 角 貴 彦海老津バスのりば横

株式会社岡垣地建  
☎ 093-282-0033　　　   岡垣町中央台3-1-1  
メール　info@okagaki-c .com　　  http://www.okagaki-c .com

家・土地のお探し

お部屋探し
リフォームのご相談空き家の管理

相続のご相談

無料査定

現 金 買 取 も 致 し ま す ！

不動産のご相談大募集！

海老津バスのりば横
宅地建物取引士

三　角　貴　彦

不動産のご相談大募集！

現金買取も致します！

無料査定
空き家の管理
相続のご相談

家・土地のお探し
リフォームのご相談

お部屋探し

株式会社岡垣地建　
メール info@okagaki-c.com　　http://www.okagaki-c.com

☎ 093-282-0033
岡垣町中央台 3-1-1

夢に向かってシュート
11/26　未来に羽ばたく子どもたちのバスケットボール教室

　町民体育館でバスケットボール教室が行われ、町内の中学校
のバスケットボール部員約50人が参加しました。講師は元オリ
ンピック選手の永田睦子さん。生徒からの「リバウンドをうまく
とるコツは」などの質問に丁寧に答えながら指導してくれました。
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お知らせ
Information

町役場・教育委員会
� ☎ 282-1211
情報プラザ人の駅
� ☎ 281-2005
こども未来館
� ☎ 281-5501
東部公民館
� ☎ 282-0035
中央公民館
� ☎ 282-0162
西部公民館
� ☎ 281-5006
地域交流センター

（ボランティアセンター）

� ☎ 282-5767
文化財展示室
� ☎ 282-6118
観光ステーション北斗七星

（岡垣町観光協会）
� ☎ 281-5050
岡垣サンリーアイ
� ☎ 282-1515
社会福祉協議会
� ☎ 283-2940
シルバー人材センター
� ☎ 282-4688

主な問い合わせ先

岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

あおい整骨院 

休 
休 

休 
休 完全予約 

診 療 時 間  

柔道整復師  佐藤 吉徳 

福銀 
旧３号線 至北九州 至福岡 

コスモス 郵便局 
海老津駅 

新海老津 
交差点 

山田小 当院 
休 鳥居 

西銀 

Ｐ 

広
報
お
か
が
き
11
月
25
日
号
特
集「
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
」に

　

広
報
お
か
が
き
11
月
25
日
号
の
表
紙

で
、
町
民
の
皆
様
に
誤
解
を
与
え
る
表

現
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
、

次
の
と
お
り
補
足
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

28
億
535
万
円
は
、
岡
垣
町
の
平
成
28

年
度
介
護
給
付
費
の
額
で
す
が
、
そ
の

全
額
を
町
の
会
計
か
ら
支
出
し
て
い
る

よ
う
な
誤
解
を
与
え
て
し
ま
い
ま
し

28
億
535
万
円
の
内
訳

た
。
介
護
給
付
費
の
負
担
割
合
は（
図

１
）の
と
お
り
で
、
町
の
負
担
額
は
約

３
億
５
千
万
円
で
す
。

　

介
護
保
険
の
費
用
は
、
町
が
県
介
護

保
険
広
域
連
合
に
負
担
金
を
納
め
、
広

域
連
合
の
会
計
か
ら
一
括
し
て
支
出
さ

れ
ま
す
。
町
か
ら
は
、
介
護
給
付
費
の

ほ
か
、
広
域
連
合
職
員
の
人
件
費
や
介

護
認
定
の
費
用
な
ど
、
あ
わ
せ
て
４
億

５
０
９
５
万
７
千
円
を
広
域
連
合
に
納

め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
は
、
町
民
の
皆
様
が
健

康
で
元
気
に
歳
を
重
ね
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
を
お
伝
え
す
る
目
的
で
し
た

が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
抑
制
す

る
よ
う
な
誤
解
を
与
え
、
ま
た
、
ご
不

快
な
思
い
を
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
こ

と
を
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

わ
か
り
や
す
い
広
報
を
目
指
し
て

　

今
後
も
、
必
要
な
と
き
に
安
心
し
て

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る

よ
う
運
営
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
困
り

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
福
祉
課
に
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
福
祉
課

40 ～ 64歳の
被保険者の保険料

65歳以上の
被保険者の保険料

町の負担

県の負担

国の負担

25%

22%
12.5%

28%

12.5%

約７億円

約６億２千万円

約３億５千万円

約７億８千万円

約３億５千万円

（図１）介護給付費の負担割合

誤
解
を
招
く
表
現
が
あ
り
ま
し
た

12広報おかがき　2017.12.25



お知らせ
Information

１月のし尿収集
大型車 1月 小型車

波津、原、内浦、手野、新松原 4日 東黒山、糠塚

三吉、三吉団地、吉木 5日

元松原、西黒山、東黒山 9日

月２回Ａ（波津、手野、三吉、三吉団地、
吉木、高倉、東黒山、糠塚、戸切、
戸切百合野）

10日
月２回（吉木、元松原、上海老津、
百合ヶ丘、戸切、戸切白谷、戸切百合野、
東山田）

月２回Ｂ（西山田、山田、山田峠、高倉、
上高倉、海老津、上畑、戸切、野間） 11日 湯川、波津、原、内浦、手野

吉木 12日 元松原、西黒山、東黒山、高塚、吉木

海老津、新海老津、野間 15日

海老津、新海老津、東海老津、
百合ヶ丘、高陽、東高陽、東松原、鍋田、
戸切、戸切白谷

16日

高塚、吉木、塚原、野間、緑ヶ丘 17日 上畑、上高倉

吉木、高倉 18日 海老津、新海老津、東山田、西山田、
東松原、野間

戸切、戸切白谷、戸切百合野 19日 戸切、戸切白谷、戸切百合野

22日 高倉

戸切、戸切百合野 23日 手野、三吉、吉木、高倉、新松原

月２回Ａ（波津、手野、三吉、三吉団地、
吉木、高倉、東黒山、糠塚、戸切、
戸切百合野）

24日

月２回Ｂ（西山田、山田、山田峠、高倉、
上高倉、海老津、上畑、戸切、野間） 25日

月２回（吉木、元松原、百合ヶ丘、
上海老津、戸切、戸切白谷、戸切百合野、
東山田）

糠塚、東黒山 26日 茅原、新海老津、桜台、東山田、西山田、
南山田、山田、山田峠、野間

海老津、上畑 29日

高倉、上高倉 30日 問い合わせ
住民環境課

町
民
体
育
館
の
駐
車
場
を
一
方
通
行
と

し
、
駐
車
で
き
る
台
数
を
制
限
し
て
い

ま
す
。

　

工
事
期
間
の
延
長
に
伴
い
利
用
制
限

期
間
を
次
の
と
お
り
延
長
し
ま
す
。な
お
、

施
設
は
通
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
制
限
期
間　
平
成
30
年
１
月
末
ま
で

問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も
未
来
課

問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も
未
来
課

町
で
働
く
任
期
付
職
員
を

募
集
し
ま
す

【
介
護
支
援
専
門
員
】　

対　
象　
昭
和
33
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を

持
ち
、
基
礎
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

募
　
　
集

展
示
入
れ
替
え
の
た
め

文
化
財
展
示
室
を
休
館
し
ま
す

　

平
成
30
年
１
月
18
日
㈭
か
ら
催
す
企

画
展「
昔
の
暮
ら
し
」の
準
備
の
た
め
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内
の
展
示
室
を
休

館
し
ま
す
。

休
館
期
間　
平
成
30
年
１
月
４
日
㈭
～

16
日
㈫

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課

岡
垣
東
部
保
育
所
の
駐
車
場
の

利
用
制
限
を
延
長
し
ま
す

　

岡
垣
東
部
保
育
所
の
建
て
替
え
工
事

に
伴
い
、現
在
同
保
育
所
、東
部
公
民
館
、

お
知
ら
せ

き
る
人

募
集
人
数　
２
人

勤
務
場
所　
岡
垣
町
役
場
福
祉
課

試
験
日　
平
成
30
年
１
月
31
日
㈬

【
校
務
員（
短
時
間
勤
務
）】

対　
象　
昭
和
30
年
４
月
２
日
～
昭
和

37
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
、
町
内
に
住
ん

で
い
る
人

募
集
人
数　
４
人

勤
務
場
所　
岡
垣
中

学
校
、
内
浦
・
海
老

津
・
山
田
小
学
校

試
験
日　
平
成
30
年

２
月
１
日
㈭

【
栄
養
士（
短
時
間
勤
務
）】

対　
象　
昭
和
38
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
栄
養
士
の

資
格
を
持
つ
人

募
集
人
数　
１
人

勤
務
場
所　
町
内
の

小
学
校

試
験
日　
平
成
30
年

２
月
１
日
㈭

【
す
べ
て
】

雇
用
期
間　
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平

成
31
年
３
月
31
日
※
更
新
あ
り

試
験
会
場　
岡
垣
町
役
場

試
験
内
容　
面
接
試
験

申
し
込
み　
平
成
30
年
１
月
18
日
㈭
ま

で
に
企
画
政
策
室
、
情
報
プ
ラ
ザ
人
の

駅
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
募

集
案
内
を
確
認
し
、
申
込
書
な
ど
必
要

書
類
を
企
画
政
策
室
に
提
出

問
い
合
わ
せ　
企
画
政
策
室

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

１年間 お世話になりました！！
＊来年もよろしくお願いいたします＊

✿平成 30 年度新入園児願書受け付中です✿
随時見学ＯＫです。詳細は園の方にお問い合わせ下さい！！

皆様良いお年をお迎えください❤

TEL 282-0247

http://www.okagakichuoyoutien.com

http://www.okagaki-daiichi.com

TEL 282-0235✿

✿
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町民
ふれあい広場

岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

　　そんな思いにお答えします！吉田住建なら売却まで一括でサポート！

　　「室内外の片付け ・ 処分」、 相続した家の 「遺品整理」、 古家の 「解体」など

  吉田住建は地元岡垣にて開業 40 年、地域に根ざした豊富な経験と情報力で
  「不動産の無料査定」、「不動産なんでも無料相談」を行っています。
  スタッフ全員が宅地建物取引士の資格を持った、安心の地元の不動産業者です。
  どうぞお気軽にご相談ください (*^^*)

旧 3 号線沿い茅原信号すぐ側 ☎ 283-2042　岡垣町海老津駅前 12-8　『http://yoshida-jyuuken.com』

　 家を売る

土地を売る

大切な財産を安心して売却したい、

信頼できる業者にまかせたい、

住人十色住人十色町の輝いている人や元気な人を紹介します 第33回

Ｑ　若潮学級に入ったきっかけは？
Ａ 　昔からものづくりや美術が好きで、洋服を作ったり、絵を描いた
りしていました。若潮学級の陶芸コースを見つけて、自分の作品を
使ったり、飾ったりしたいと思って入りました。始めてみると、陶芸
はもちろん、若潮学級そのものがとても楽しいです。皆さんと日々
のできごとなどを話すのが、教室に来る楽しみになっています。

Ｑ　陶芸の魅力は？
Ａ 　自分の好きな形を自由に表現できるところが魅力的です。私
はテーブルの上で粘土をこねる手びねりで作っているので、器や
カップだけでなく小物も作ることができます。これまで愛犬の置
き物やひな人形、ランプなどを作ってきました。手作りの小物を
家に飾っていると、毎日がとても楽しくなります。

Ｑ　今後の目標は？
Ａ 　皆さんが作った作品を見るのも好きなので、町民文化祭など
では、多くの作品を見て、ものづ
くりのヒントをもらっています。こ
れからもいろんな飾りや皿などを、
楽しく作っていきたいです。また、
手びねりだけでなく、電動ろくろ
を使った陶芸にも挑戦したいです。

宮
みやざき

﨑 貴
き み よ

美代さん
松ケ台西区在住。平成 20 年から公民館講座「若
潮学級」で陶芸を学んでいる。

いろんな作品を作りたい

　11月25日・26日に雁の巣球場などで催された福岡
県中学校新人軟式野球大会で、岡垣中学校野球部が
見事優勝しました。同校野球部で初めてとなる九州大
会は、平成 30 年３月24日㈯・25日㈰に長崎市で行
われます。出場できなかった多くの先輩たちの思いを胸
に、優勝目指して頑張ります。応援よろしくお願いします。
岡垣中学校野球部からの投稿

岡垣中学校野球部が初めての快挙を達成

県大会で優勝しました
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町民
ふれあい広場

12月生まれ

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

松ま
つ
や
ま山
晴は
る
ま真
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
28
年
12
月
20
日
生
ま
れ（
上
海
老
津
）

１
歳
お
め
で
と
う
★
元
気
に

す
く
す
く
成
長
し
て
ね
♡

山や
ま
だ田

真ま
し
ろ白

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
28
年
12
月
14
日
生
ま
れ（
吉
木
）

い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
！

元
気
に
育
っ
て
ね
！

古ふ
る
の野

逢あ
み美

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
27
年
12
月
23
日
生
ま
れ（
吉
木
）

食
欲
旺
盛
あ
み
ち
ゃ
ん
♡

２
歳
お
め
で
と
う
！

本ほ
ん
だ田

琉り
ゅ
う
せ
い晟ち

ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
28
年
12
月
24
日
生
ま
れ（
野
間
二
）

姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
七
五
三
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
一
歳
お
め
で
と
う
！

井い
の
う
え上
翔か
け
る生
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
27
年
12
月
1
日
生
ま
れ（
旭
東
）

２
歳
お
め
で
と
う

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
♡

久く
ぼ保
晴は
る
き輝
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
26
年
12
月
17
日
生
ま
れ（
公
園
通
り
中
）

３
歳
お
め
で
と
う　

 

元
気

い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
っ
て
ね
♫

篠し
の
は
ら原
勘か
ん
す
け介
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
26
年
12
月
６
日
生
ま
れ（
野
間
四
）

３
歳
お
め
で
と
う
☆
元
気
に

遊
ん
で
大
き
く
な
っ
て
ね
♪ 

梶か
じ
わ
ら𠩤

咲さ
く
ら来

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
28
年
12
月
27
日
生
ま
れ（
吉
木
）

１
歳
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か
ら
も

笑
顔
を
い
っ
ぱ
い
み
せ
て
ね
☆

西に
し
お尾
榮え
い
と斗
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
28
年
12
月
18
日
生
ま
れ（
吉
木
）

え
っ
く
ん
１
歳
お
め
で
と
♡

笑
顔
が
大
好
き

高た
か
だ田 

瞬し
ゅ
んち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
27
年
12
月
12
日
生
ま
れ（
新
海
老
津
）

２
歳
お
め
で
と
う
！
優
し
い

お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
ね

古こ
が賀

虎こ
た
ろ
う

太
郎
ち
ゃ
ん（
２
歳
）

平
成
27
年
12
月
31
日
生
ま
れ（
吉
木
）

２
歳
お
め
で
と
う
♡
優
し
い

お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
ね

●対　象　町内に住み、掲載月が誕生月の１
～３歳の子ども
●申し込み　掲載月の１日までに投稿する写
真・住所・親子の氏名（ふりがな）・子の生年月日・
電話番号・子どもへのコメント（22 文字以内）・
広報おかがきへの意見を広報情報課に提出か
郵送（〒811-4233岡垣町野間1丁目１番１号）
またはメール（koho2@town.okagaki.lg.jp）

受付時間
９:00 ～12:00
14:30 ～20:00

月
〇 〇 〇 〇 〇

休
9時
～
15時〇 〇 〇 〇 〇

火 水 木 金 土 日・祝
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町民ふれあい広場では、お知らせ、サークルな
どの紹介、イラスト・写真、俳句・短歌・川柳
などを募集します。※営利・政治・宗教に関す
るものなど、掲載できないものもあります

申し込み　掲載月の１日までに住所・氏名・電話
番号・投稿する記事・写真を、広報情報課（窓口・
郵送・Ｅメール koho2@town.okagaki.lg.jp）へ
※応募多数のときは抽選

募集

町民
ふれあい広場

【
一
般
の
作
品
】

百
八
ツ
多
す
ぎ
な
い
か
除
夜
の
鐘

�

馬
場
と
き
子

駆
け
抜
け
て
ふ
り
返
り
み
る
ハ
ゼ
紅
葉

�

井
上
ア
ヤ
ノ

豊
作
の
匂
い
立
ち
込
め
藁
焚
火

�

山
村
英
之

秋
冷
に
温
も
る
布
団
出
る
辛
さ

�

「
よ
し
」と
一
声
今
日
の
ス
タ
ー
ト

�

籏
生
照
未

要
領
の
悪
い
私
が
も
う
卒
寿

�

鳥
越
久
男

見
栄
を
捨
て
す
ん
な
り
肩
の
荷
は
下
り
る

�

小
田
和
彦

阿
蘇
か
ら
の
水
湧
く
町
に
小
鳥
来
る

�

神
谷
か
よ

見
渡
せ
ば
想
い
湧
き
く
る
古
里
の

�

亡は

は母
と
歩
み
し
折
々
の
山

�

川
原
つ
る
子

雪
山
を
甘
く
見
る
な
と
叔
母
の
云
ふ

�

外
村
文
人

花
房
摘
む
上
を
鴉
の
行
き
交
ひ
て

�

枇
杷
の
手
入
れ
を
確
か
む
る
げ
に

�

曽
宮
六
四

【
岡
垣
川
柳
会
】

お
さ
な
子
に
お
辞
儀
を
さ
れ
て
癒
さ
れ
る

�

俵�

澄
子

目
礼
に
目
礼
返
る
朝
の
道

�

宇
都
宮
福
夫

明
日
や
る
今
日
も
さ
ぼ
っ
て
日
が
暮
れ
る

�

岡
村
糸
子

い
つ
か
ら
か
我
が
師
と
な
っ
た
電
子
辞
書

�

坂
本
美
代
子

【
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
の
会
昼
の
部
】

金
木
犀
香
る
こ
の
地
に
五
十
年

�

井
村
晴
代

廃
線
の
軋
道
を
つ
つ
む
草
も
み
じ

�

沼
田
捷
子

い
つ
せ
い
に
走
り
出
す
子
等
み
か
ん
狩

�
俵
口
益
栄

末う
ら
が
れ枯

の
土
手
に
ほ
の
か
な
陽
の
に
ほ
ひ

�

宮
本
比
佐
子

【
青
嶺
岡
垣
俳
句
会
】

冬
野
な
る
支
石
墓
ひ
そ
と
伊
都
小
富
士

�

天
本
睦
子

洪
水
の
流
木
積
み
て
冬
川
原

�

青
竹
町
子

菊
薫
る
新
装
な
り
し
勅
使
館

�

十
時
千
恵
子

俳
句
い
ま
世
界
の
詩
に
文
化
の
日

�

川
里
正
子

【
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会
夜
の
部
】

原
爆
の
子
の
像
つ
つ
む
小
春
か
な

�

力
丸
ツ
ヤ
子

柿
た
わ
わ
里
に
人
な
く
音
も
な
く

�

川
原
和
子

い
と
け
な
き
柏
手
あ
わ
す
七
五
三

�

深
田
英
子

秋
晴
れ
も
今
日
を
限
り
と
鍬
揮
ふ

�

中
村
和
信

【
青
葉
短
歌
会
】

来
る
春
の
収
穫
の
時と

き期
を
思
い
つ
つ

�

苗
床
に
蒔
く
そ
ら
豆
の
種

�

南
里
和
昭

鉢
植
え
の
植
え
替
え
を
す
る
秋
の
日
の

�

夫つ
ま

の
め
ぐ
り
を
蝶
の
影
舞
う

�

石
松
清
美

太ひ陽
の
匂
い
か
す
か
に
残
る
洗あ

ら
い濯

も
の

�

た
た
み
て
今
日
も
健
や
か
な
り
き

�

橋
本
和
子

容
赦
な
き
広
島
災
害
の
記
録
見
し

�

自
然
と
闘
う
人
の
後う

し
ろ
で姿

�

稲
田
利
子

【
岡
垣
短
歌
教
室
】

賑
わ
い
は
高
倉
神
社
の
相
撲
大
会

�

つ
く
り
し
お
に
ぎ
り
新
米
一
俵

�

藤
原
一
子

見
あ
た
ら
ぬ
ケ
イ
タ
イ
探
し
電
話
す
れ
ば

�

手
元
の
カ
バ
ン
に
着
信
音
が

�

石
田
眞
智
子

な
に
く
れ
と
世
話
や
き
く
れ
し
友
老
い
ぬ

�

今
度
は
わ
れ
と
そ
っ
と
手
を
か
す

�

飛
高
弘
子

ど
ん
ど
ん
と
引
越
し
荷
物
つ
め
こ
み
て

�

箱
重
ね
ゆ
く
い
ま
午
前
二
時

�

神
屋
真
弓

　現在会員10人で、町内外の数多くのイベント
に出演しています。初心者大歓迎！みんなで一
緒に和太鼓の力強い音色を響かせましょう。
練習日　月曜日午後７時 30 分～10 時（月３回）
ところ　岡垣サンリーアイ
問い合わせ　岡垣海鳴り太鼓（南里）☎ 080-
1713-9362

岡垣海鳴り太鼓のメンバーを募集

と　
き　
平
成
30
年
１
月
27
日
㈯

午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内　
容

●
会
員
に
よ
る
研
究
発
表

　
○�

テ
ー
マ　
古
代
・
中
世
の
遠

賀
地
域
の
地
域
史
的
展
開

　
○�

発
表
者　
吉
木
小
学
校
教
諭

斎
藤
勝
明
さ
ん

●�
ビ
デ
オ
鑑
賞「
日
本
の
世
界
遺

産
Ｎ
Ｏ
３『
屋
久
島
』」

費　
用　
無
料

問
い
合
わ
せ　
岡
垣
歴
史
文
化
研

究
会（
入
江
）☎
２
８
２-

６
３
８
０

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会
の
研
究
発
表
と
ビ
デ
オ
鑑
賞

昔
の
遠
賀
地
域
な
ど
を
知
ろ
う

▲吉木小学校の運動場から眺めた隆守山（中世に麻
生隆守が在城していた「岡城」があった場所）
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国際交流
International�Relations

　各地には、先人の知恵によっ
て生み出された人々の営みが残っ
ています。これらに目を向け、地
方のまつりや伝統食を、遠賀郡
を中心に掲載しました。子どもや
岡垣町などを訪れる外国人の皆

さんにも分かりやすい内容です。
　冊子は、岡垣国際交流協会ま
たは地域づくり課で見ることが
できます。
問い合わせ　岡垣国際交流協会
☎ 282-0549

岡垣国際交流協会
冊子「遠賀郡とアジア諸国のまつりや伝統食」が完成

▲この冊子は宝くじの助
成を受け作成しました

※ページ内のイラストは、テゥリンが描いています

た物はテディベア、香り付きのキャンドル、フォトフレー
ムなどです。

　12 月は学年末で授業などもないため、お菓子や
ケーキでパーティーをするクラスもありました。私は
小学生のころしか経験していませんが、そのときの光
景は大切な思い出です。最近はクリスマスカードをあ
まり贈りませんが、子どものころのクリスマスを思い
出すと、また贈りたいなぁと思います。皆さんも、大
切な人にクリスマスカードを贈ってみませんか。

　皆さん、いかがお過
ごしでしょうか。紅茶
を飲みながらクリスマ
スソングを楽しむ季節
です。今回のテーマは

「クリスマスの思い出」。
クリスマスカードのこ
となどを紹介します。
　

　日本の年賀状のように、オーストラリアではクリス
マスカードの交換がはやっています。クリスマスも年
末なので「Merry Christmas and a Happy New 
Year」（メリー・クリスマス＆あけましておめでとう）と
書いてあるカードもあります。私の叔父は、友人から
贈られたカードが 100 枚以上ありました。カードの
交換は大人だけではなく、子どもたちもよくします。

　子どもたちは郵送ではなく、学校で配ります。小学
生のころ、カードを配るのは一番の楽しみでした。オー
ストラリアの 12 月は、長い夏休みの始まりと学年の
終わりでもあります。クリスマス前が、そのときのク
ラスメートと過ごす最後の日となり、２月からは新学
年が始まります。「終わり」の雰囲気が強いからこそ、
生徒たちはたくさんのカードを交換します。
　カードを配るとき、カード以外のものを一緒に贈る
こともはやりました。ほとんどが安く買えるお菓子で
したが、小物などを配ることもありました。私がもらっ

国際交流員テゥリンのティータイムTurin's Tea Time

今日から使える

ひとこと英会話
Lesson26

"Join the Club"
読み方　「ジョイン�ザ�クラブ」
意　味　「同じく、同感、君だけではない」

「お父さんへのクリス
マスプレゼント、何
が良いか本当に迷っ
てるんだ」

「同感だ」
直訳すると「クラブ
に入って」です。例文のように「プレゼントを迷っ
ているのは、君だけではないよ」と、困っている
気持ちなどに共感する使い方が一般的です。

同じ気持ちだと伝えるときに一言

クリスマスの思い出

▲12 月 3 日のクリスマスポット
ラックパーティーは大盛況でした

大人も子どもも交換を楽しむクリスマスカード

クリスマスパーティーで盛り上がるクラスもある

子どもたちは学校でカードを手渡し
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Volunteerボランティアのススメ 問い合わせ　岡垣町ボランティアセンター
☎282-5767

Sportsスポーツのススメ 問い合わせ　岡垣町体育協会☎ 282-0200

まち活の
ススメ

7 日㈰ バスケットボール大会（町民体育館） 9:00

8 日㈷ バドミントン大会（岡垣サンリーアイ） 9:00

13 日㈯ 宮地嶽神社ウォーキング（福津市） 8:15

14 日㈰ ソフトバレーボール大会（町民体育館） 9:30

27 日㈯ 少年サッカー大会（町民総合グラウンドなど） 8:30

28 日㈰ 少年サッカー大会（町民総合グラウンドなど） 8:30

少年軟式野球連盟駅伝大会
（吉木小学校周辺コース） 9:00

インディアカ大会（町民体育館） 9:00

１月のスポーツイベント

　11月19日、今年で４回目を迎えた市町村対抗
福岡駅伝が、筑後市の県営筑後広域公園で催され
ました。岡垣町からは17人の選手が出場。「岡垣町」
のハチマキを締め、前回のタイムから５分以上縮め
て完走することができました。残念ながら、今年
はタスキの受け渡しにアクシデントが発生し、順位
なしのオープン参加となりました。選手一同、来
年の大会に向けて闘志を燃やしています。

完走しました
福岡駅伝

　
月
に
一
度
、
町
内
の
高
齢
者
福

祉
施
設「
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｌ
愛
け
や
き
公

園
通
り
」で「
わ
く
わ
く
宅
急
便
」

を
催
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
日
常
に
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
リ
ハ
ビ
リ
や
さ
ま
ざ
ま
な

音
楽
、
お
話
な
ど
を
用
い
て
笑
顔

と
喜
び
を
届
け
る
も
の
で
す
。
終

了
後
に
は
、
会
員
同
士
の
親
睦
を

深
め
る
た
め
の
交
流
会
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
行
事
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

8
月
に
え
び
つ
か
ぐ
や
灯
篭
ま
つ

り
と
同
時
に
催
さ
れ
た
こ
ど
も
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

た
、
先
月
行
わ
れ
た
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出

店
し
、
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
来

場
者
や
他
団
体
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
絆
ク
ラ
ブ（
Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｌ
愛
け
や
き
公
園
通
り
内
）代

表（
木
村
）☎
２
８
１-

２
５
０
５

わ
く
わ
く
宅
急
便
と
は

積
極
的
に
行
事
に
参
加

岡
垣
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体
紹
介

絆
ク
ラ
ブ
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Culture文化 のススメ 問い合わせ　岡垣町文化協会☎ 282-0162（中央公民館）

Sightseeing観光 ススメの 問い合わせ　岡垣町観光協会☎ 281-5050お

まち活の
ススメ

　新しく迎える年の幸福を祈願
して、初詣に出掛けませんか。
　新年の幕開け・三社参りは、
岡垣町で。

もうすぐ 2018 年を迎えます

初詣は岡垣町で
髙倉神社 龍昌寺 成田山不動寺

世
代
を
超
え
て
交
流
し
ま
し
た

　
11
月
26
日
に
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
、
３
市
６
町
が
参
加
す
る
県

民
文
化
祭
北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク「
日
本
伝
統
芸
能　
青
少
年
と
高
齢
者
の
つ
ど

い
」が
催
さ
れ
ま
し
た
。
岡
垣
町
か
ら
は
詩
吟
・
剣
舞「
鶴
州
吟
詠
会
」、
太

極
拳「
拳
踊
会
」の
２
団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

出
演
し
た
２
団
体
の
皆
さ
ん
は

「
世
代
を
超
え
て
、
お
ら
が
ふ
る
里

じ
ま
ん
」を
テ
ー
マ
に
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

詩
吟
と
剣
舞
、
太
極
拳
の
迫
力

あ
る
ス
テ
ー
ジ
に
、
客
席
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
市
町
か
ら
も
吹
奏
楽
や

日
本
舞
踊
、
和
太
鼓
な
ど
の
伝
統

芸
能
や
新
し
い
芸
能
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
、

地
域
ご
と
に
特
色
あ
る
文
化
が
多

く
あ
り
ま
す
。
各
市
町
の
文
化
祭

で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
芸
能

に
、
多
く
の
出
演
団
体
が
魅
了
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
恒
例
の
お
楽
し
み

抽
選
会
で
福
岡
県
産
の
新
米
が
準

備
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

第
25
回
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
２
０
１
７

自
慢
の
芸
能
を
披
露

地
域
同
士
の
つ
な
が
り
が

よ
り
深
い
も
の
に

▲拳踊会の太極拳 ▲鶴州吟詠会の剣舞
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がんばった人にマル

スポーツ結果

　11月11日、国立オリンピック記念青少年総合センター
（東京都渋谷区）で第 66回全国青年大会のバドミントン
競技が催され、遠賀郡チームが出場しました。メンバーは
全員岡垣町に在住。男子ダブルス、
女子ダブルス、混合戦ダブルスと激
戦を勝ち抜き、見事日本一に輝きま
した。おめでとうございます。

遠賀少年柔道大会

と　き　10月29日
ところ　遠賀南中学校

《団体の部》
第３位　�岡垣柔道クラブＡ（池末蒼

龍・西頭泰司・原虎太朗・
花田姫愛・榎坂将希・北村匠）

　　　　�岡垣柔道クラブＢ（西頭杏
奈・榎坂里希・田中莉子・
田中伸宜・池田壮児・池末
悠琥）

《小学１年生の部》
準優勝　池末蒼龍

《小学５年生の部》
準優勝　榎坂将希
第３位　池田壮児

《小学６年生の部》
第３位　池末悠琥

会長杯ソフトバレーボール大会

と　き　11月12日
ところ　町民体育館

《レディースの部》
優　勝　ＣＨＥＲＩ－Ａ
準優勝　岡垣倶楽部Ｌ
第３位　ＣＨＥＲＩ－Ｍ

《ミックスの部》
（Ａグループ）
優　勝　岡垣倶楽部Ｚ
準優勝　ＣＨＥＲＩ－Ｎ　
第３位　ＣＨＥＲＩ－Ｆ

（Ｂグループ）
優　勝　岡垣倶楽部Ｘ
準優勝　レインボーズＢ
第３位　岡垣倶楽部Ｗ

グラウンド・ゴルフ秋季大会

と　き　11月14日
ところ　町民総合グラウンド
優　勝　小八重勝利
準優勝　井手重俊
第３位　坂井勲

混合バレーボール大会（一般の部）

と　き　11月19日
ところ　町民体育館
優　勝　やどかり
準優勝　スリーピース
第３位　ラガーズ

（写真左から）近藤愛理さん、水谷希純
さん、井上莉沙さん、近藤早寿さん

バドミントン競技で遠賀郡（福岡県）が優勝
第 66 回全国青年大会

20広報おかがき　2017.12.25



第388回

岡
垣
の
教
育
　
岡
垣
東
中
学
校
⑩

　
　
―
創
立
10
周
年
こ
ろ
ま
で
―

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
入
江　
東
樹

　

創
立
10
年
次
は
、
平
成
２
年
度
で
あ

る
。
４
月
５
日
の
始
業
式
は
、
職
員
数

25
名
、生
徒
数
477
名
、14
学
級
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。
11
月
25
日
に
、
創
立
10
周
年

記
念
式
典
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

【
記
念
碑
の
除
幕
式
】

　
玄
関
前
に
建こ

ん
り
ゅ
う立
さ
れ
た
記
念
碑
に
は
、

「
探
究（
学
ぶ
喜
び
）、
剛
健（
生
き
抜
く

力
）、
誠
実（
生
命
の
証
）」と
刻
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
校
訓
と
校
歌
の
一
部

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
揮き

ご
う毫
は
、
２
代

校
長
太
田
満
氏
に
よ
る
。

　

式
で
は
、
実
行
委
員
長
の
岩
本
松
樹

氏
と
下
田
寅
雄
校
長
の
挨
拶
、
生
徒
会

長
白
石
英
美
君
の
お
礼
の
言
葉
が
あ
っ

た
。
最
後
に
、
校
歌
を
斉
唱
し
た
。

【
記
念
音
楽
会
】

　
福
岡
教
育
大
学
管
弦
楽
団
に
よ
る「
お

も
ち
ゃ
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」（
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
作
曲
）な
ど
が
演
奏
さ
れ
た
。

【
記
念
式
典
と
祝
賀
会
】

　

式
典
で
、
10
周
年
の
記
念
事
業
の
報

告
が
な
さ
れ
た
。

　

東
中
校
友
会
誌「
や
は
ぎ
」第
６
号

（
平
成
２
年
度
）に
、
校
長
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
が「
巻
頭
言
」を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

　
下
田
校
長
は「
門も

ん
そ
う送
」と
題
し
て
、「
門

送
と
は
門
出
を
見
送
る
こ
と
、
門
口
ま

で
見
送
る
こ
と
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。

　

こ
の
度
、
10
周
年
記
念
事
業
推
進
実

行
委
員
の
ご
努
力
に
よ
り
、
す
ば
ら
し

い
記
念
碑
を
建
て
て
い
た
だ
い
た
。
こ

の
記
念
碑
が『
お
早
う
、
今
日
も
一
日
、

学
問
に
励
み
、
健
康
な
体
を
つ
く
り
、

ぬ
く
も
り
の
あ
る
友
情
を
育
て
よ
う
』

と
声
援
を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、
帰
り

に
は『
今
日
も
一
日
頑
張
っ
た
ね
。
無

事
に
帰
宅
し
、
明
日
も
元
気
に
登
校
し

よ
う
』と
門
送
し
て
く
れ
る
。

　

こ
の
温
か
い
心
に
支
え
ら
れ
て
の
学

校
生
活
が
送
れ
る
幸
せ
を
大
切
に
し
、

自
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
前
進
し
、
平

和
で
豊
か
な
社
会
、
そ
し
て
、
国
際
社

会
に
貢
献
で
き
る
た
め
の
基
礎
を
築
い

て
ほ
し
い
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
い
う
国
で
は
、

毎
日
約
２
４
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
が

死
亡
し
て
い
る
そ
う
だ
。
学
校
に
行
け

な
い
子
ど
も
た
ち
も
い
る
。
門
送
と
い

う
言
葉
の
中
に
あ
る

温
か
い
人
と
人
と
の

ぬ
く
も
り
を
、
世
界

の
人
と
人
と
の
交
わ

り
の
中
で
も
大
切
に

で
き
る
よ
う
に
努
力

し
よ
う
」と
述
べ
て

い
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
大

石
峯
雄
氏
は「
自
分

の
人
生
の
目
標
」と

題
し
て
、「
10
周
年
の

節
目
に
卒
業
さ
れ
る

皆
さ
ん
と
在
校
生
の
皆
さ
ん
、『
自
分
の

人
生
の
目
標
』を
も
っ
て
ほ
し
い
。

　

私
の
中
学
時
代
、
小
学
校
３
年
の
と

き
に
、
炭
坑
事
故
に
よ
っ
て
、
父
親
を

亡
く
し
た
Ｔ
君
が
い
た
。
中
学
生
に

な
っ
て
、
担
任
の
先
生
か
ら
こ
れ
か
ら

の
自
分
の
目
標
に
つ
い
て
発
表
さ
せ
ら

れ
た
と
き
、
幼
い
２
人
の
妹
た
ち
の
た

め
に
父
親
に
な
り
た
い
と
い
っ
た
。
す

る
と
、
ほ
か
の
級
友
か
ら
笑
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
Ｔ
君
は
新
聞
配
達
を
し
て
、

家
計
を
助
け
た
。

　

中
学
卒
業
後
は
、
鉄
工
所
で
働
き
な

が
ら
、
定
時
制
高
校
を
卒
業
し
た
。
現

在
は
、
一
流
企
業
の
管
理
職
と
し
て
頑

張
っ
て
い
る
。
彼
は『
私
の
人
生
は
目

標
が
あ
る
か
ら
、
楽
し
い
一
日
が
あ
る
』

と
語
っ
た
。
そ
の
Ｔ
君
の
言
葉
が
、
私

の
胸
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

　

失
敗
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

の
反
省
が
次
の
目
標
に
向
か
っ
て
の
原

動
力
に
な
る
。
皆
さ
ん
は
ま
だ
若
い
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
人
生
が
待
っ
て
い

る
。
未
知
な
も
の
へ
の
希
望
に
向
か
っ

て
、
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
強
い

精
神
力
で『
自
分
の
人
生
の
目
標
』に
向

か
っ
て
、
努
力
し
て
ほ
し
い
」と
述
べ

て
い
る
。

▲記念碑前で校歌斉唱。「東中10 周年史」
から援用
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JA
N

U
A

RY　

2018　
　
平
成
30
年　
（　
）は
実
施
場
所
、
時
間
は
開
始
時
間

１
月
の
行
事
予
定■山田校区コミュニティ運営協議会

 9 日㈫　●あいさつ運動（山田小学校）7:30
15 日㈪　●あいさつ運動（岡垣東中学校）7:50

●防犯パトロール（旧岡垣交番集合）18:00
21 日㈰　●もちつき（山田小学校）9:30

●どんど焼き（山田小学校）11:00

校区コミュ二ティ

展示コーナー　　　　問い合わせ　東部公民館へ

【中央公民館】
10 日㈬まで　  色鉛筆画作品展（若潮学級　色鉛筆

画コース）
10 日㈬から　  陶芸作品展（若潮学級　陶芸コース）

【東部公民館】
 4 日㈭から　  バードカービング作品展（岡垣バー

ドカービングクラブ）
【西部公民館】
 4 日㈭から　さをり織作品展（稲富安子）

公民館ロビー
15 日㈪まで　 駅前ぎゃらりー年賀

状展
16 日㈫から　 南北墨画会岡垣東部

教室作品展

駅前ぎゃらりー

15 日㈪まで　 平成 29 年度児童生
徒の人権作品展

16 日㈫から　 駅前ぎゃらりー年賀
状展

地域交流センター

役場
 7 日㈰　●遠賀郡消防合同出初式（水巻南中学校）9:30
　　　　 ●成人式（岡垣サンリーアイ）15:00

 1 日㈷から　●初詣（髙倉神社など）
 1 日㈷～ 3 日㈬　●元朝修正会（成田山不動寺）
 9 日㈫　●３学期始業式（町内小中学校）
14 日㈰・15 日㈪　●どんど焼き（髙倉神社）8:00
15 日㈪ ●どんど焼き（成田山不動寺）9:30
　　　　 ●疝

せんじゃ
癪封じ（龍昌禅寺）

　　　　 ●稲荷祭（髙倉神社）
17 日㈬ ●伊賀彦祭（髙倉神社）11:30

地域・学校
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情報プラザ人の駅 ☎ 281-2005

5 日㈮ ワードで読みやすい文書作成① 9:30
7 日㈰ 押し花のしおりづくり 13:00

11 日㈭ ワード・エクセル中級講座⑨ 19:00
12 日㈮ ワードで読みやすい文書作成② 9:30
13 日㈯ 新春にぎわい寄席 14:00
16 日㈫ タブレット初級講座① 16:00

デジカメ＆画像処理講座① 19:00
18 日㈭ ワード・エクセル中級講座⑩ 19:00
19 日㈮ ワードで読みやすい文書作成③ 9:30
21 日㈰ 雑誌のコラージュづくり 13:00
23 日㈫ タブレット初級講座② 16:00

デジカメ＆画像処理講座② 19:00
25 日㈭ ワード・エクセル中級講座⑪ 19:00
26 日㈮ ワードで読みやすい文書作成④ 9:30
30 日㈫ タブレット初級講座③ 16:00

デジカメ＆画像処理講座③ 19:00
毎週㈭ パソコン相談室※ 4 日は休み 9:30

※平成 30 年１月１日㈷～３日㈬は休館

施設情報 岡垣町の公共施設で行われるイベント情報や講座・
教室の開催スケジュールなどをお知らせします施設情報

人の動き
11 月末
31,999 人（－ 25 人）

男　性……15,157 人（－ 14 人）
女　性……16,842 人（－ 11 人）
世帯数……13,710 世帯（－ 2 世帯）

納
期

○町県民税４期分�…………………………………１月31日㈬
○国民健康保険税８期分�…………………………１月31日㈬
○後期高齢者医療保険料７期分�…………………１月31日㈬
○保育所保育料１月分�… １月31日㈬（延長保育は12月分）
○町営住宅家賃１月分�……………………………１月31日㈬

10 月　15 件
死亡 0 人・重傷 0 人・軽傷 19 人

人身
事故

出生 17 人・死亡 40 人・転入 63 人・転出 65 人
※（　）は前月との比較

ご
み

燃えるごみ　584.6t
・前年同月比� － 68.1t
・１人当たり� 18.3kg

資源ごみ　　41.5t
・前年同月比� － 0.8t
・１人当たり� 1.3kg

11 月　岡垣町から出た

救急 11 月
出場 155 件・搬送 149 件 火災 11 月

出火 1 件・り災 1 件

11 日㈭ おもちゃ図書館 10:00
13 日㈯ ふれあいイベント：新春ふれあいイベント 12:30

おもちゃ図書館 13:00
18 日㈭ おもちゃ図書館（３歳児まで利用可） 10:00
20 日㈯ ふれあいイベント：新舞踊末広会 12:30
21 日㈰ ふれあいイベント：野間カラオケ同好会 12:30
25 日㈭ おもちゃ図書館 10:00
27 日㈯ ふれあいイベント：応援 SUN の会 12:30

おもちゃ図書館 13:00
28 日㈰ ふれあいイベント：演歌みち歌謡同好会 12:30

※平成 30 年１月１日㈷～１月３日㈬は休館

いこいの里 ☎ 283-2940

町立公民館 東部　☎ 282-0035
中央　☎ 282-0162
西部　☎ 281-5006

6 日㈯ リフレッシュ体操教室（中央） 10:00
9 日㈫ リフレッシュ体操教室（西部） 10:00

10 日㈬ 若潮学級（中央） 10:00
13 日㈯ キッズ三味線教室（東部） 9:00
16 日㈫ 親子読み聞かせ教室（中央） 10:00

リフレッシュ体操教室（西部） 10:00

健康麻
マージャン

将指導者養成講座（中央） 13:00

20 日㈯ キッズ三味線教室（東部） 9:00
リフレッシュ体操教室（中央） 10:00

22 日㈪ 成人講座ゆうま（中央） 10:00
23 日㈫ リフレッシュ体操教室（西部） 10:00

健康麻
マージャン

将指導者養成講座（中央） 13:00

24 日㈬ 若潮学級（中央） 10:00
27 日㈯ キッズ三味線教室閉室式（東部） 9:00
29 日㈪ 成人講座ゆうま：閉講式（中央） 10:00
30 日㈫ リフレッシュ体操教室（西部） 10:00

※平成 30 年１月１日㈷～１月３日㈬、15 日㈪は休館

岡垣サンリーアイ ☎ 282-1515

6 日㈯ おはなし会 14:30
7 日㈰ おはなし会 14:30

13 日㈯ おはなし会 14:30
14 日㈰ おはなし会 14:30
18 日㈭

~29 日㈪
岡垣町　未来につなぐ美術展
～岡垣町小中学校合同美術展～

19 日㈮ ミュージックスペース「岡本麻子（ピアノ）」 17:30
20 日㈯ おはなし会 14:30
21 日㈰ おはなし会 14:30
27 日㈯ おはなし会 14:30

28 日㈰ エンジョイ・ブラス！金管五重奏コンサート
with 岡垣町民吹奏楽団 14:00

おはなし会 14:30
※平成 30 年１月１日㈷～３日㈬は休館
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毎
年
美
し
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
彩
ら
れ
る
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
前
広

場
。
今
年
も
仕
事
や
授
業
を
終
え
、

町
に
帰
っ
て
く
る
皆
さ
ん
を
出
迎
え

て
い
ま
す
。

点
灯
期
間　

平
成
30
年
１
月
８
日

（
月
・
祝
）ま
で2017.12.25
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編
集
後
記

▼
今
回
の
特
集
は
小
学
６
年
生

の
俳
句
学
習
。
実
は
私
も
昔
、

岸
原
さ
ん
に
俳
句
を
学
び
ま
し

た
。
ま
さ
か
大
人
に
な
っ
て
こ

の
学
習
を
取
材
す
る
こ
と
に
な

る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
こ
で
当
時
私
が
作
っ
た

句
を
紹
介
し
ま
す
。「
秋
風
に
ざ

あ
ざ
あ
木
々
が
揺
れ
て
い
る
」

―
―
。
こ
の
年
に
な
っ
て
詠
み

返
す
と
と
て
も
恥
ず
か
し
い
も

の
で
す
が
、
今
回
の
取
材
で
昔

の
思
い
出
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。�

（
三
藤
）

▼
近
ご
ろ
、
冷
え
込
み
が
厳
し

く
な
り
、
身
の
回
り
で
も
体
調

を
崩
す
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

12
月
は
イ
ベ
ン
ト
や
お
出
か
け

す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
も
あ

り
、
何
か
と
忙
し
い
時
期
で
す
。

そ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
メ

リ
ハ
リ
を
付
け
て
し
っ
か
り
と

自
分
の
身
体
を
癒
や
し
て
あ
げ

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
平
成
29

年
も
残
り
わ
ず
か
。
皆
さ
ん
も
、

元
気
な
身
体
で
新
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
！�

（
江
河
）


